
 

 

 

そっとそーっと逃がしてあげると、ゆっくり土にもぐっていきました。 

毎日何匹も何十匹も生まれます。 

 

毎朝でてきたどんぐり虫さんを優しく捕まえてカップにいれて、園庭に逃がしてあげます。 

 

どんぐり虫を桜の木の下に逃がし…降園時に気になり見に行くと…ありさんに連れていかれるどんぐ

り虫さんを見た日もありました。その日から逃がす場所にありはいないか確認するようになりまし

た。 

 

小さなどんぐりから出てきた小さな命に触れて、いろいろなことを感じたこどもたち。 

 

「今日もいたよ！」「まだコツコツコツってがんばってるね～」と音にも耳を傾けています。 

 

来年の夏ごろには『はいいろちょっきり』になってでてくるかな…？ 
 

やよいのムラや秋探しのお散歩にでかけて拾ってきたどんぐり。 

コツコツ…コツコツコツ… どんぐりさんから音がするよ！！！  

 

どんぐりを見てみると・・・・ 

コツコツコツ・・・と自分で穴をあけてどんどん穴を大きくしていき、よいしょ！と少しずつ体をだします。 

どっちが早いかな～。頑張れ！とみていると、コロンと一匹落ちました。 

みんながどんぐりむしとよんでいる虫です。 

これってなんの虫？気になった子

どもたちと絵本をよみました。ど

んぐり虫さんは・・・ 

『はいいろちょっきり』という虫

になるようです。 

コツコツコツ…コツコツコツ… 


